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卒業研究題目
大規模モデル検査を提供するWebサービスによ
る対話的ソフトウェア検証

ソフトウェアを作成した時，それが仕様を満たした正しい動作をするかどうかを検証す
る必要がある．システムがとりうる全ての状態において，その仕様を満たすかどうかを計
算機で網羅的に検証する方法としてモデル検査が挙げられる．モデル検査ではシステムが
とりうる全ての状態に対して検証を行うため，検証時に状態数が膨大になり，計算機のメ
モリの上限に達してしまうという状態爆発が発生する．

この問題に対処するためにはシステムの抽象化を行う必要がある．しかし元のシステム
の必要な性質を保ったまま抽象化を行うのは一般的に難しい作業である．これに対して，
現在モデル検査ツール NuSMVによる大規模モデル検査を提供するWebサービスが利用
可能である．Webサービスによるモデル検査ではバッチ方式で検証が行われる．このた
め，途中で中断したり，システムの状態を確認することができないため，大規模なモデル
検査を実行させた場合には，ターンアラウンド時間が大きくなる．記述したモデルの正し
さが保証されていない場合，検証にかかる時間が増大する問題がある．

本研究では，ソフトウェアモデル検査において，そのシステムの中間状態を確認しなが
ら検証を進める「対話的ソフトウェア検証」の手法を示す．WebサービスによるNuSMV
モデル検査において対話的な検証を行う方法として，次の 2つを提案する．1つ目はシス
テムの中間状態において反例が現れるような検査式を用いる方法，2つ目はシステムとは
独立のカウント変数を用意し，その値に応じて反例が現れるような検査式を用いるという
方法である．

Webサービスでのモデル検査における対話的検証の例として，MIPSのアセンブリ言語
で記述されたバブルソートプログラムをモデル化し，検証を行った．その結果，より早い
段階で現れる中間状態に対する反例を出した時は，それよりも後の中間状態に対する反例
を出したときに比べ，検査に要した状態数が少なくなる傾向があった．このような結果か
ら，Webサービスによってモデル検査を行っていく手法として，対話的検証が一つの方法
であることを示せた．


